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令和８年第１回嬉野市議会定例会議事日程 

令和８年２月27日（金）  

本会議第１日目   

午前10時 開 議   

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  諸般の報告 

      報告第１号 議決事件に該当しない契約の報告について 

日程第４  議案第４号 嬉野市職員定数条例の一部を改正する条例について 
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日程第８  議案第８号 嬉野市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する

            条例について 

日程第９  議案第９号 嬉野市要保護児童対策地域協議会条例の一部を改正する条例につ

            いて 

日程第10  議案第10号 嬉野市老人福祉センター条例の一部を改正する条例について 

日程第11  議案第11号 令和７年度嬉野市一般会計補正予算（第10号） 
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日程第14  議案第14号 令和８年度嬉野市一般会計予算 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時 開会・開議 
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○議長（田中政司君） 

 皆さんおはようございます。本日は全員出席であります。定足数に達しておりますので、

ただいまから令和８年第１回嬉野市議会定例会を開会いたします。 

 本定例会の議会運営につきましては、２月25日に議会運営委員会が開催されました。その

結果について報告を求めます。川内聖二議会運営委員会委員長。 

○議会運営委員会委員長（川内聖二君） 

 皆さんおはようございます。先日、２月25日、議会運営委員会を開催いたしまして、今定

例会の議会運営に関し、協議を行いました。 

 ただいまから、会期日程案について報告をいたします。 

 お手元に配付の令和８年第１回嬉野市議会定例会会期日程案を御覧ください。 

 会期は、本日２月27日から３月19日までの21日間であります。 

 ２月27日、開会、会議録署名議員の指名、会期の決定、諸般の報告、議案一括上程、提案

理由の説明、議員発議、本会議終了後、執行部から議案の詳細説明を受ける合同常任委員会

が開催。 

 その後は、３月２日、３日、４日、常任委員会。 

 ３月９日、10日、11日、議案質疑。 

 ３月12日、16日、17日、一般質問。今定例会には15名の議員から通告があっておりますの

で、12日５名、16日５名、17日５名の配分で、開議時刻を午前９時30分として行いたいと思

います。 

 以上、今定例会の会期日程案についての御報告とさせていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 議会運営につきましては、ただいま議会運営委員長から報告のあったとおりであります。

質疑はありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。これで議会運営についての報告を終わります。 

 それでは、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 日程第１．本定例会の会議録署名議員の指名を行います。 

 嬉野市議会会議規則第85条の規定によりまして、会議録署名議員に、議席番号４番大串友

則議員、議席番号５番古川英子議員、議席番号６番阿部愛子議員を指名します。 

 日程第２．嬉野市議会会議規則第４条の規定により会期の決定を議題とします。 

 この際、お諮りします。本定例会の会期は、本日から３月19日までの21日間にしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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 異議なしと認めます。本定例会の会期は、本日から３月19日までの21日間に決定をいたし

ました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付しております会期日程のとおりで

あります。御了承ください。 

 日程第３．諸般の報告を行います。 

 本日までに提出されました令和８年陳情第１号及び第２号につきましては、お手元に配付

しております陳情文書表のとおりであります。 

 次に、報告第１号 議決事件に該当しない契約の報告についてにつきましては、お手元に

配付しておりますので、それをもって報告とします。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 日程第４．議案第４号 嬉野市職員定数条例の一部を改正する条例についてから、日程第

20．議案第20号 権利の放棄についてまでの議案17件と、日程第21．諮問第１号 人権擁護

委員候補者の推薦についての諮問１件、合わせて18件を一括して議題とします。 

 朗読を省略いたしまして、提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長（山口卓也君） 

 皆様おはようございます。令和８年第１回嬉野市議会定例会の開会に当たり、まず、日頃

の議員の皆様の御活躍に敬意と感謝を申し上げます。 

 このたび、皆様の温かい御支援と御信任を賜り、嬉野市長として市政をお預かりすること

となりました。市民の皆様お一人お一人の思いの重さを胸に身の引き締まる思いでおります。 

 選挙戦を通じて、私は、市民総参加型のまちづくり、子どもの笑顔倍増！人生100年時代

を見据えた住みよいまち、帰ってきたくなる誇り高い嬉野市、県と連携して市政を前進！と

いう４つの柱を掲げ、訴えてまいりました。子どもたちが笑顔で育ち、高齢の方が安心して

暮らし、若者が夢と希望を持ち続けられるまちを皆様と一緒につくっていきたいと考えてお

ります。 

 また、県や関係機関との関係をさらに深め、スピード感を持って課題に取り組み、変化を

恐れず挑戦を続けてまいります。 

 また、嬉野市は全国に誇る温泉、お茶、歴史と文化があふれる塩田津の町並み、焼き物、

そして、豊かな自然に恵まれ、何より人の温かさにあふれたまちです。このかけがえのない

魅力を大切に守り、さらに磨き上げ、次の世代へとつないでいくことが今を生きる私たちの

責任です。 

 私は、市民の皆様の声にしっかりと耳を傾け、対話を重ねながら、共に考え、共に行動す

る市政を進めてまいります。これからの嬉野市は、皆様お一人お一人の参加と力によって必

ず前に進むことを確信しておりますし、私自身、市政の発展に向け、誠心誠意尽力してまい

る所存でございます。 
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 それでは、今議会に提出いたしました議案等につきまして、その概要を御説明いたします。 

 今定例会に提出いたします案件は、報告１件、条例の一部改正７件、令和７年度補正予算

３件、令和８年度当初予算４件、財産の貸付けに係るもの２件、権利の放棄１件、諮問１件

の全部で19件について御審議をお願いするものでございます。 

 まず、条例の一部改正７件について御説明いたします。 

 議案第４号 嬉野市職員定数条例の一部を改正する条例については、令和８年４月１日の

組織機構改革に伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

 次に、議案第５号 嬉野市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例については、佐

賀県人事委員会の勧告に鑑み、通勤手当等について改定を行うため、条例の一部を改正する

ものです。 

 次に、議案第６号 嬉野市職員特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例については、

自然現象により災害が発生した場合での業務に対して支給する災害応急作業等手当について、

新設するため、条例の一部を改正するものです。 

 次に、議案第７号 嬉野市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例については、

宿泊料金等の変動に対応するため、条例の一部を改正するものです。 

 次に、議案第８号 嬉野市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

については、ひとり親家庭等医療費助成の現物給付化及び一人暮らしの寡婦に対する医療費

助成の廃止のため、条例の一部を改正するものです。 

 次に、議案第９号 嬉野市要保護児童対策地域協議会条例の一部を改正する条例について

は、児童福祉法等の一部を改正する法律及び自殺対策基本法の一部を改正する法律の施行に

伴い、条例の一部を改正するものです。 

 次に、議案第10号 嬉野市老人福祉センター条例の一部を改正する条例については、嬉野

市老人福祉センターの使用料を改定するため、条例の一部を改正するものです。 

 続きまして、議案第11号から議案第13号までは、令和７年度嬉野市一般会計及び特別会計

の補正予算に関するものでございます。 

 まず、議案第11号 令和７年度嬉野市一般会計補正予算（第10号）について御説明申し上

げます。 

 歳入歳出予算の総額から、それぞれ2,470万3,000円を減額し、補正後の予算総額を223億

2,891万5,000円とするものでございます。 

 歳入予算につきましては、市税、地方譲与税、各種交付金、地方交付税の収入見込みによ

る補正、国県支出金については、事業費の確定及び確定見込みによる財源内訳補正、財産収

入については、保留地の売払い収入による増額補正、寄附金については、ふるさと応援寄附

金の減額補正、そのほか国民健康保険特別会計からの法定外繰入金の返還金、新庁舎建設事

業の財源内訳補正に伴う合併振興基金からの繰入金の補正などが主なものとなっております。 
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 なお、歳入歳出に所要額を計上した結果、財政調整としての財政調整基金からの繰入金は

８億4,231万9,000円を減額しております。 

 歳出予算につきましては、普通交付税の再算定により措置された臨時財政対策債償還基金

費の減債基金への積立金として2,342万8,000円、実績見込みの増加に伴う障害者自立支援給

付費に3,553万6,000円、認定こども園等施設型給付費に1,045万7,000円、佐賀西部広域水道

企業団が実施する次年度予算前倒しによる事業費に6,070万円、碾茶工場の新設に伴う新基

本計画実装・農業構造転換支援事業に６億5,274万6,000円、国の補正予算措置による農村地

域防災減災事業に1,250万円、山村強靱化林道改良事業に3,160万円、避難所環境改善資機材

及び電気自動車購入費として2,365万5,000円、そのほか事業費の決算見込みなどによる補正

を行っております。 

 また、継続費の補正、年度内に完了が見込めない事業費を翌年度へ繰り越すための繰越明

許費の補正及び事業費の変更に伴う地方債発行限度額の補正をそれぞれ計上しております。 

 次に、議案第12号 令和７年度嬉野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）でござい

ます。事務処理標準システム導入業務の事業費の確定による補正、一般会計法定外繰入金の

返還などの補正を行っております。 

 次に、議案第13号 令和７年度嬉野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）でござ

います。後期高齢者医療広域連合への納付金等の補正を行っております。 

 続きまして、議案第14号から議案第17号までは、令和８年度各会計の当初予算に関するも

のでございます。 

 まず、議案第14号 令和８年度嬉野市一般会計予算について御説明いたします。 

 予算総額は、前年度より３億4,400万円増の213億4,400万円となり、当初予算といたしま

しては過去最大となりました。 

 今回は、市長選の改選に伴い、政策的な事業を除外した必要最小限で編成される暫定的な

骨格予算となります。今後、６月補正で政策的な肉づけ予算を編成し、通年予算とする計画

としております。 

 それでは、歳入予算に関し、主な内容について御説明いたします。 

 まず、市税ですが、個人市民税は、個人所得の上昇に伴い、令和７年度より増額して予算

計上しております。また、入湯税につきましては、令和７年度に実施した税額確定に伴い、

かさ上げ分を増額して計上しております。市税総額では、前年度より8,654万3,000円、3.

1％増の28億8,678万8,000円でございます。 

 普通交付税は、自治体施設の光熱費やサービス・施設管理費等の増加を踏まえた額が一般

行政経費に加算されたことなどにより、令和７年度予算額より２億円増の45億円。一方で、

寄附金のうち、ふるさと応援寄附金は、令和７年度の実績見込みにより５億円減の18億円を

計上しております。また、繰入金のうち、財政調整のための財政調整基金繰入金は、令和７
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年度より３億6,432万円増の16億2,532万1,000円、新庁舎建設財源としての公共施設建設基

金繰入金は、令和７年度より２億460万円増の７億7,060万円を計上しております。 

 市債は、新庁舎建設事業費の減に伴う庁舎等整備費起債発行額の減額が主な要因となり、

前年度より６億7,450万円減の９億5,940万円を発行する予定としております。 

 なお、令和７年度末市債残高は、5,500万円増加し、105億4,329万3,000円となる見込みと

なっております。 

 続きまして、歳出予算の主な事業として御説明を申し上げます。 

 認定こども園等に対し、運営経費として施設型給付費を給付しておりますが、保育料第２

子無償化分を単独分として3,421万2,000円の追加計上、低コスト耐候性ハウスを整備する強

い農業づくり総合支援事業に９億610万9,000円、全国お茶まつり佐賀大会実行委員会及び同

嬉野市実行委員会への負担金として、合わせて821万円、嬉野温泉の５月から９月頃の閑散

期に市民を対象とした宿泊キャンペーンを実施する閑散期対策事業に550万円、轟の滝公園

内の日子山橋の改修に伴う設計として3,050万円、令和３年に整備した学習用端末が更新時

期を迎えるため、端末を購入する学習用端末更新事業として、小中学校合わせて１億5,900

万5,000円、塩田学校給食センターの地下給湯管・蒸気管等改修工事に3,784万円などを計上

しております。 

 また、継続費として、総額及び年割額、債務負担の事項、期間及び限度額、本年度事業の

財源として発行する地方債の目的、限度額を計上しております。 

 次に、議案第15号 令和８年度嬉野市国民健康保険特別会計予算でございます。 

 予算総額は34億6,864万9,000円となっております。前年度当初予算と比較して１億360万

9,000円、率にして2.9％の減額となっております。保険給付費などの減少が主な要因でござ

います。 

 次に、議案第16号 令和８年度嬉野市後期高齢者医療特別会計予算でございます。 

 予算総額は６億1,648万9,000円となっており、前年度当初予算と比較して１億2,082万9,0

00円、率にして24.4％の増額となっております。医療費の増加に伴う後期高齢者医療広域連

合納付金の増加が主な要因でございます。 

 次に、議案第17号 令和８年度嬉野市下水道事業会計予算でございます。 

 収益的収入は、前年当初予算比で1.4％増の８億6,618万5,000円、収益的支出は、前年度

当初予算比で2.3％増の８億5,520万1,000円を計上し、資本的収入は、前年度比3.9％減の４

億3,763万6,000円、資本的支出は、前年度比3.4％減の６億382万円を計上するものでござい

ます。 

 公共下水道事業については、マンホール蓋及び管路の布設工事。農業集落排水事業につい

ては、機器の設計及び更新。市営浄化槽事業につきましては、令和８年度においても60基を

新設する計画としております。 
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 続きまして、財産の貸付けに係るもの２件について御説明申し上げます。 

 議案第18号 財産貸付料の減額免除について及び議案第19号 財産の無償貸付については、

リバティ横の塩田リバーサイドショッピングセンター協同組合に対する財産の貸付料を今年

度減額免除及び令和８年度以降無償貸付けとするために議会の議決をお願いするものでござ

います。理由といたしましては、買物環境の確保が困難な地域において、生活必需品を提供

する店舗の出店を促進し、高齢者をはじめとする地域住民の生活利便性の向上を図るととも

に、当該財産を公益性の高い目的に沿って有効活用するためでございます。 

 続きまして、議案第20号 権利の放棄については、嬉野市社会福祉協議会に対して、市が

出資した福祉資金貸付事業に係る出捐金の一部について、権利を放棄するために議会の議決

をお願いするものでございます。 

 最後に、諮問第１号の人事案件については、人権擁護委員に八田定文氏を再度推薦したい

ので、議会の意見を求めるものでございます。 

 以上で、本議会に提案いたしました議案につきまして、概要説明を終わりますが、各議案

の詳細な内容につきましては、担当部長及び担当課長から説明をさせますので、何とぞ慎重

な御審議をお願い申し上げます。 

 なお、今会期中に追加議案の提案を予定しておりますので、あらかじめ御了承ください。 

 最後になりますが、今議会では15名の議員の皆様より一般質問をお受けしております。真

摯にお答えいたしたいと存じますので、よろしくお願い申し上げまして、提案理由の説明と

させていただきます。 

○議長（田中政司君） 

 これで提案理由の説明を終わります。 

 この際、お諮りします。議案第４号から諮問第１号までの18件につきましては、委員会付

託を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。よって、議案第４号から諮問第１号までの18件につきましては、委

員会付託を省略することに決定をいたしました。 

 日程第22．発議第１号 議会活性化特別委員会の設置及び付託について及び日程第23．発

議第２号 議会広報編集特別委員会の設置及び付託についての２件を一括して議題といたし

ます。 

 お諮りします。ただいま一括議題とした発議第１号及び発議第２号につきましては、議員

全員が提出者または賛成者です。よって、提案理由の説明、委員会付託、質疑、討論を省略

したいと思います。これに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。よって、発議第１号及び発議第２号の２件は、提案理由の説明、委
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員会付託及び質疑、討論を省略することに決定をいたしました。 

 これより、発議第１号について採決します。 

 発議第１号を原案のとおり決定することについて、賛否の投票を求めます。それでは投票

してください。 

    〔押しボタン式投票〕 

 投票を締め切ります。全員賛成であります。したがって、発議第１号 議会活性化特別委

員会の設置及び付託については可決されました。 

 次に、発議第２号について採決します。 

 発議第２号を原案のとおり決定することについて、賛否の投票を求めます。それでは投票

してください。 

    〔押しボタン式投票〕 

 投票を締め切ります。全員賛成であります。したがって、発議第２号 議会広報編集特別

委員会の設置及び付託については可決されました。 

 お諮りします。ただいま、議会活性化特別委員会、議会広報編集特別委員会が設置されま

した。それぞれの特別委員は、嬉野市議会委員会条例第８条第１項の規定により、議長が指

名をいたします。なお、議席番号は省略します。 

 まず、議会活性化特別委員会の委員には、太田政信議員、水山洋輔議員、古川英子議員、

諸上栄大議員、山口虎太郎議員、  浩一議員、梶原睦也議員、以上７名を指名いたします。 

 次に、議会広報編集特別委員会の委員には、團 隆則議員、大串友則議員、阿部愛子議員、

川内聖二議員、宮﨑良平議員、森田明彦議員、芦塚典子議員、以上７名を指名いたします。 

 これで特別委員の選任指名を終わります。 

 ここで休憩いたしたいと思います。この休憩中に各特別委員会の委員は、会議を開き、そ

れぞれ正副委員長を互選してください。 

 それでは、暫時休憩いたします。 

午前10時27分 休憩 

午前10時30分 再開 

○議長（田中政司君） 

 再開します。 

 ただいま、各特別委員会から正副委員長互選の結果が議長に報告されました。 

 議会活性化特別委員会の委員長に水山洋輔議員、副委員長に諸上栄大議員。議会広報編集

特別委員会の委員長に森田明彦議員、副委員長に團 隆則議員。 

 以上のとおり決定いたしました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会いたします。 
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午前10時31分 散会 


